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インドの宇宙開発

国家プロジェクト：無⼈⽉⾯探査機「チャンドラヤーン2号」
インドは、今年7⽉に無⼈⽉⾯探査機「チャンドラヤーン2
号」を打ち上げました。チャンドラヤーンはサンスクリット語で
「⽉への乗り物」という意味です。チャンドラヤーン2号は順調
に⽉周回軌道に乗り、9⽉初旬に世界初の⽉の南極付近
への着陸を予定していましたが、⽉⾯への降下中に交信が
途絶え、着陸に失敗したと⾒られています。
今回の⽉⾯着陸は残念な結果となりましたが、インドは宇宙
開発に⼒を⼊れており、今後も挑戦が続くと⾒られます。
モディ⾸相は6⽉に「私たちは⾃らの宇宙ステーションを持つこ
とが願いだ」とも述べています。また、2022年までに有⼈宇
宙⾶⾏の実現も⽬指しているとのことです。

宇宙の研究開発成果は商業化も視野に
写真出所：インド宇宙研究機関（ISRO）

チャンドラヤーン2号の打ち上げの⾵景 チャンドラヤーン2号が撮影した⽉⾯の様⼦

インドの宇宙開発を担うのは、国家機関のインド宇宙研究機関（ISRO）です。ISROへの予算配分は年々拡⼤し
ており、2019/20年度のインド国家予算では、初めてその⾦額が1,000億ルピー（約1,514億円*）を超えました。
2019年3⽉、ISROや宇宙庁関連機関の研究開発成果の商業化を⽬的として、国営会社のニュー・スペース・インデ
ィア（NSIL）が設⽴されました。インドは低コストで衛星を打ち上げる技術を有しており、NSILの設⽴によって、インド
が今後宇宙産業の主要なプレイヤーとして存在感を増すものと⾒られています。

インドの宇宙開発の軌跡

出所：各種報道よりイーストスプリング・インベストメンツ作成

＊1ルピー＝1.5138円で換算

1969年 インド宇宙研究機関（ISRO）設⽴
1975年 初の⼈⼯衛星「アーリヤバタ」を打ち上げ

2008年 ⽉周回⼈⼯衛星「チャンドラヤーン1号」打ち
上げ成功

2014年 探査機「マンガルヤーン」の⽕星周回軌道への
投⼊に成功。アジア初。

2019年 ⽉⾯探査機「チャンドラヤーン2号」打ち上げ
2022年 有⼈宇宙⾶⾏の実現を⽬指す

チャンドラヤーン2号
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